補足説明資料
	氏名（所属）
	野畑有秀（大林組技術研究所）、nobata.arihide@obayashi.co.jp，042-495-1038

	(1)計算モデル
	・SS82  SS84は少し時間がかかるため力つきました（時間切れ）。
・SS83において表層地盤の非線形性は，非線形特性がわからないため，弾性で計算しております。土質分類でも示されていれば，代表的なROモデルの非線形特性をで計算するのですが・・・

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・Boore(1983)の方法・入倉(1986)の合成法
・Program BooreX　(野畑，1997年⇒HASKELLを追加2014年)

	(3)参考文献
	・Boore(1983)，入倉(1986,1994)

	(4)有効振動数
	・0～25 Hz

	(5)乱数発生法
	・乱数の設定に関しては一様分布に従う乱数時刻歴振幅
・上記に佐藤他(1994)の包絡形状をかけて時刻歴の整形を行う。

・その後、スペクトルに適合するように反復計算をし，その都度，時刻歴の崩れを修正しています。

	(6)経時特性
	・佐藤他(1994)を用いました。

	(7)重ね合わせなど
	滑り方向の分割も断層長さ，幅と合わせて3としました。

	(8)減衰の導入法
	指定された通りに導入しているつもりです．



	(9)地盤モデル
	SS81とSS83ですので指定された地盤モデルを用いています。

	(10)表層地盤の増幅率
	非線形性を考慮しませんでしたので，与えられたモデルに従い重複反射(Haskell)にて計算。

	(11)提出波形に施した波形処理
	SS81は，出力波が入射波と指定がありましたので，2EではなくEを出力しました。また，両ケースとも25Hz以上は計算していません。

	
	


